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子育て支援部

平成 23年 12月 1国

平成 23年 度子育て支援行動計画事業実施状況について

育 成  課

1,趣 旨

後期 「葛飾区子育て支援行動計画 (平成 22～ 26年 度)」において、当該計画
に位置づけている事業の実施状況を区民に毎年公表することとしている。このため、
各事業の実施状況等を下記のとおり報告する。

2.事 業実施状況

(1)保 育事業目標達成率

子育て支援行動計画事業実施状況

(2)新 規事業の着手状況

新規事業実随状況  (別 紙 2)

(居」絡P,1 )

3 .子 育て支援に関するアンケー ト調査

(1)調 査内容  後 期 戸葛飾区子脅て支援行動計Lal (平成 22～ 平成 26年 度)」

の実施に対する区民の評価について、無作為に抱出した子育て支援

施設利用者を対象として濁足度を無記名方式により調査した。

平成23年 6月 13日 から平成28年 7月 22日 まで

公立 ・私立保育園、公立 ・私立幼稚園、児童館、公立 。私立学重

保育クラブ、家庭福祉員及び認証保育所を利用する児童の保護者

配布数2,576部 、回収数 1,443部 、回収率 56.02%

平成23年 度子育て支援に関するアンケート集計表 (届」紙 3)

4 周 知力法

広報かつしか 12月 15日 号に公表する旨を掲朝 (予定)す るとともに、区ホー

ムページ及び児童館、区民事務所等での関覧に供する。

5 そ の他

(参者資料)子 青て支援行動計画事業達成状況一覧  (剛 紙 4)

(2)調 査期間

(3)調 査対象者

(4)配 布状況

(5)調 査結果





別紙 3

平成23年度 子育て支援に関するアンケート集計表
アンケート配布数   2,576部 アンケート回収数   1,443部 回収率   56.02%

アンケート調査対象者
公立口私立保育園(523部)、児童館(700部)、公立B私立幼稚園(937部)、認証保育所
(12部)、家庭福祉員(76部)、公立・私立学童保育クラブ(323部)を 利用する児童の保
護者

目項問質
そう思う   や やそう思う そぅ撤 ぃ そう思わ租ヽ 無酷

■ ‐ ■‐ 申 卜‐ 十

どちらとも
いえない

|   |: 祭i 赳1 需

I 基本目標に対する質問

基本目標1_子 育てを支えるまちに関する質問

仕事と子育てを両立するうえ
で、保育所 (学童保育クラブ)
などの保育施設が整っている

<分 析>容
詔 軽黒

整備については、概ねそう思うが布4ほ どちらともいえないが郷H炊 概ねそう思わないが夕掲%と

保育所 (学童保育クラブ)の保
育時間が充実している

2_601

<分 析>香
戸
時間については、概ねそう思うが菊2な どちらLtい えないが"4 k概 ねそう思わない胸 6納となつてい

延長、休日及び子どもの病気
にも対応する多様な保育が充
実している

64% 章i■3%整 376% 269% 「4%

26%

く分析>孟
薯声
保育については、どちらLtい えないが切弘 概ねそう思わないが鈍3k概 ねそう思うが郷,%となつて

(4)

一時保育や子育てひろばなど
在宅家庭に対する保育サービ
スが充実している

7 1 % 「
24%

<分 析>審
言暦晶 こ桜 零俸評

~ビ スについては、どちらともいえないが鈍2牧 概ねそう思うが側 軌、概ねそう思わ

≪基本目標 1 分析≫
保育施設の整備や保育時間については、4割以上が肯定的に捉えている。また、保育サービスの多様性については、自由意見にも
あるように、関心の高さがうかがえる。

基本目標2.子 どもが健康に育つまちに関する質問

子どもの病気に昼夜・休日を
聞わず適切に対応する医療
機関が充実している

「翌 難 鞘 投理舗鋼  第 3% 打 ■ 智マ“‐■■控8坑
<分 析>唇

繁 曜総
充実については、概ねそう思うが神 軌、概ねそう思われ げ 銘Hな どちらともいえれ 均セ醐 と

子どもの発育や発達に関する
相談がしやすい体制 (仕組み)
が整っている。

<分 析>審
戸ぷ鋪 こ鋼

体制については、概ねそう思うが神払 どちらともいえないが卸朝、概ねそう思わ

(7)

妊娠・出産口育児が安心してで
きる環境が整っている。 巨iI:難襲韓|こ1憾簿鋼  卸 o%  卜Ⅲ7011i岳告器
<分析>舞塚だ招毛簿

については、概ねそう思うが4フ1%、どちらともいえないが309%、概ねそう思わないが



質 問 項 目
そう思う   や ゃそう思う

r:と=ヨ :辞車鋼

どちらとも     あ まり
いえない   そ う思わない

1   可 卜■| | ■増

そう思わない   無 回答

襲  ‐ ‐| : :

児童虐待防止への取り組みが
充実している。

取り組みについては、どちらともいえないが659%、概ねそう思わないが18%、概ねそう思うが
D 。

12%

13抗1翌日

<分析> 揖扇這審呂ミq

元ぞ晶4鵬 品に骸誓風認!催滉認鞠硫練 奇諸難観識磯盟群長遍怪籠ふス _

基本目標3_子 どもの成長をみんなで支えるまちに関する質問

仕事と育児の両立ができるよ
うに職場での支援体制が整っ
ている。

80% 護110″:養 385% 228%■ |=||1目■130%
1 7%

<分 析 >解
鷲 裏挿

体制については、どちらともいえないが鈍5牧 概ねそう思わないが西払 概ねそう思うが郷0%

(10)

子育てに関する地域のポランティ
ア活動が活発で、身近なところで
支援を受ける環境がある。

<分 析>昌
笥寮ゑ予麟 亀 Fる

環駒 こついては どちらと軌 ヴ改れ前 払 概ねそう思われ が 臥 概ねそう

(11)景昌魯零Z 碑講辱解範' " : 葦
再持
一 I   T   I

<分 析>露
寄ポ繭 規 亮認

しやすい環蜘 こついては、どちらLttヽえないが布7炊 概ねそう思わないが
%となっている。

≪基本目標3分 析≫
子どもの成長をみんなで支えるまちに関する質問については、いずれの質問も約4害いがどちらともいえないと回答している。

基本目標4_子 どもの安全口安心が保たれるまちに関する質問

保護者 力享1勤岬ボ剰 爾1も 寸

い公園コ児童遊園が充実して
いる

島i ! t 型比諜韻 鞘 P申爵 難 197% 万P ,■| |万珂
n食 眩

<分析> 卍冒継置漂13例
口児童遊園の充実については、概ねそう思うが512%、概ねそう思わないが288%、どちらとも
なっている。

帖 抑 も 室 持 時 iトハ 鯨

どもが安心して利用できる公園ロ

児童遊園が整備されている。

<揃 >霜
営;意科審ド諸 促 幌

動 園の期 については、概ねそう思うが鏑挑 どちらともいえないが授2炊概
つている。

(14)

妊婦、幼児、ベビーカーなど誰
もが利用しやすく、歩きやすい
安全な道路が整備されている

_そ61%  卜||IⅢⅢIFf=■■IE169%出:凸

<分 析>開
曜ぞ
整備については、概ねそ源 われ 施ヽ 2 8な どちらともいえないが2聞ム 概ねそ環 うカセ08 %

子どもを犯罪から守る地域の
取り組みが充実している を1 1 ま真Ⅲ, 1 章華封 甲

~卜
■ⅢⅢI―暫

:0乃

<分析> 裸露乳是転亀撃辞g!取
り組みについては、どちらともいえないが45%、概ねそう思わないが303%、概ねそう思う

災害時に子どもが守られる環
境が整備されている 卸1lⅢ瑠  _ 468%    卜 ■1,'あ抗|||li景だ津「

15%

<分 析>機
誰 憲器 、ビ覇とな鋪 留

整備については、どちらともいえないが範 凱、概ねそう思われ が 帥 、

≪基本目標4分 析≫
公園=児童遊園に関する質問については、概ね肯定的に捉えている。また、犯罪や災害から守られる環境については、どちらともい
えないとの回答が半数近くとなっている。自由意見からも公園や道路の整備、防犯口防災について、関心の高さがうかがえる。



目項問質
そう思う

よ1 轟J と1 予1 ヨ

ややそう思う   存鍬 や
障撃荘車」 |   |

そう思わない  そ
う思わない   無 回答

■■■|十 韓  | : | | |

基本目標5,子 どもの心身が健やか 二成長するまちに関する質問

子どもたちは、元気に、楽しく
学校に通っている

く'/,

<分 析>言
r通
学については、概ねそう思う胸 2kど ちらとれ えヽないが潮 、概ねそう思加 げ 郷 %となってい

学校においては、勉強に取り
組める環境が整っている 役叫彗提華轟韓韓準婆諄るも完喜番

T'26%

5.6路日目

04%

鞭     20.0%

<分 析>卿
機鑑
める環蜘 こついては、概ねそ環 うカヤ■3%、どちらともいえないが20%、概ねそ源 わない力沌 2%

(19)

学校においては、スポーッに
取り組める環境が整っている

126%23%
| ‐| | コロ■

n左 弘

<分 析>穐
寄雇托垢警躍 ?る

軸 こついては、概ねそう思う舶 跡、どちらLttヽ えないが鈍k概 ねそう思わないが

(20)

学校と家庭や地域の方が連携し
て、一人ひとりの子どもの個性を
活かしながら活動できる環境が
整っている

期韻韻1lr琵韓葦1   引 4%   登 !'工!零告‖
<分析> 塀皆貫宗金盟

ボら活動できる環境については、どちらともいえないが414%、概ねそう思うが36%、概ねそう思
なっている。

子ども自身が食に関心を持
ち、家庭や学校で楽しく食事
の時間を過ごしている

<分析>黒
韻 猟 ザ

の時間に引 てヽは、概ねそう思うが価鍋、どちら4t t えヽ視 均セ付k概 ねそう思わない

≪基本目標5分 析≫
子どもの心身が健やかに成長するまちに関する質問については、いずれの質問も概ねそう思うとの回答が概ねそう思わないとの回
答を上回っており、肯定的に捉えている。

基本目標6_親 と子どもがともに学び育つまちに関する質問

(22)

子育てに悩んだときに適切な
アドバイスや支援を行う仕組
みが整っている

41%

<分析>悪景ぶ女亀挽桑遅長好具貯
組みについては、どちらともいえないが3 9 3 %、概ねそう思うが3 6 8 %、概ねそう思わ

(23)

妊娠期を含めた子育て中の親
(父親を含む)に、子育てについ
て学ぶ機会が充分提供されてい
る

<分 析>亮
弓歴垢言ぞ声部

機会については、どちらともいえないが範Hム 概ねそう思うが郷払 概ねそう思わないが

(24)

育児中の親同士が出会いや
交流できる場所が整っている

<分 析>号
島松想番率 言P場

所については、概ねそう思うが範 秘、どちらともいえないが卸 恥、概ねそう思わないが

(25)

小・中学生と乳幼児が触れ合
い、子育てへの関心が高めら
れる機会が整っている

く分析>言
輪 9躙 宅ユ名P機

や いコ ょ 概ねそう思われ げ 軸 どち枕 張 和 げ 軸 概ね

≪基本目標6分 析≫
適切なアドバイス・支援を行う仕組みや、出会い。交流の場の整備については、概ね肯定的に捉えている。また、約4害」がどちらとも
いえないと回答している。



目項問質
そう思う   ゃ ゃそう思う

肝|=卜にIJ 障 :お母革奏ヨ

どちらとも     あ まり
いえない   そ う思わない

|   | [ | | ■| | = 増

そう思わない   無 回答

醸 卜・ ・・

基本目標7_一 人ひとりの特性に配慮するまちに関する質問

(26)

障害のあるなしにかかわら
ず、子どもたちが共に交流で
きる場が充実している

型盤ュ1 , 1 調 4 2 2 %  登■: : | | 二十工1 遜理存
<分 析>孟

芝ヨ意旨鰐 観琶容ぢ害浸
場の充実については、どちらLttヽえないがセ2炊 概ねそう思われ 均指佃牧概
1る。

(27)

乳幼児の障害を早期に発見E

相談できる体制が整っている ,1蟻■靴調    5位 9%    卜 ■■|“■|11弱|
9と叱

<分析> 課、ξ覇監督髭
|できる体制については、どちらともいえないが509%、概ねそう思わないが274%、概ねそう思
いる。

(28)

ひとり親家庭への経済的口精
神的な支援が整っている

51%

<分析> 殆辮 療含旨
)経済的日精神的支援については、どちらともいえないが624%、概ねそう思わないが199%、概
略となっている。

≪基本目標7分 析≫
一人ひとりの特性に配慮するまちに関する質問については、概ね半数がどちらともいえないと回答している。

質 問 項 目

非常に良い    良 い     普 通     ゃ ゃ悪い     悪 い    無 回答

:!韓手妻影調  際 章韓革ま瑚 |     | |||||||||!  車   卜|■||=

問 2 子育て支援行動計画総合評価に関する賃間

(29)

安心して子育てができる環境
について、葛飾区を総合的に
どのように評価しますか

<分 析>
総合評価については、非常に良いと良いを合わせると342%、普通が43%、やや悪いと悪いを合わせると203%という結果であり、概
わ良いが概ね悪いを139%上回っている。



子育て支援行動計画総合評価に対する主な理由

本に子育てしゃすぃ雰囲気がある。
よいと思う。

.轍 瀕緊 鋒 薔
んたちと知り合う機会が割と究 妊

【「普通」の理由】

損醤冒是縦 恐ぷ饂 隷 瑠 ゝ
ン 騒 跳

晋晋骸鵠 機 畳蟹
。

)利用では不便を感じることが多い。
,育て支援活動が見えずらく、わかりにくい。
るのか、ないのかがわからない。・まだまだ改善できる点、柔軟に対応できる点がある。   ~  ヤ
ヤ  ~~ド ~ヤ ~マッ

【「やや悪い口悪い」の理由】
・待機児問題を解消してほしい。 入 園希望者はloo%入 園できるようにしてほしい。

経運鶉郭諮馳舞錦ン認壷F幌
帥雛雛乳

・公園や児童館等施設が古いため、耐震性や衛生面が心配。

子育て支援に関する意見口要望

議簿骨Sン晶匿景倉寵熙暑諮暦髄ヽ と服翻轟言製路讃
記の拡充を望む。 駅 前に保育園があると便利だと思う。

|に考慮してほしい。
事の枠拡大を望む。 日 祝国も実施してはしい。

|にしてほしい。 朝 からの預け等、時間延長を望む。

・小学校から学童までの距離が遠く、交通量も多いので、小学校内に学童を設置してほしい。

i窪鰯堪置暑銭換響鞠 蘭まとふ『
しい。雛園の輔嫌かりをもっ接くしてほ帆、

・児童館の存在は大変助かる。 児 童館や指導員の方針や対応をもっと統一してもらえればさらに良い。・児童館が古く、耐震性や清潔さが不安。
口保育ママをもっと増やしてほしい。
・認可外保育についても、もつと補助をしてほしい。
・発達障害までいかなくとも特性のある子どもについて、気軽にしっかりした人に相談できる場がほしい。・子育てについて気軽に相談できる場をもっと増やしてほしい。
口相談してくるのを待つのではなく、個別宅へ訪問し積極的に話を聞いたり育児環境をチェックする仕組みがほしい。・他区の見本となれる取り組みを率先してやってほしい。

i摯誓零堅墓ネ喜男給 鶴i単鎌愚齢 畿 尊
気`がする。

,親の声を聞く場をもっともってほしい。
口放射線量を考慮し、子どもたちの過ごす場所を少しでも良い環境にしてほしい。不安で子どもを思うように外で遊ばせれない。

理擦製言寮剥堤讚勁 舗建鏑鍵格簾催8貿F水
産ヽ地の追及をしでま帆、

口公園の遊具ロベンチロトイレ等をもっときれいにしてほしい。

:宗鋪覇欝藩鏑繁尉)諮)強君F誇堪兼柔曇密ぜ誓詣化脅モ
額をつくってほ帆、

口駅にエレベータを設置してほしい。
・予防接種の補助をもっと手厚くしてほしい。
・医療費助成は本当に助かる。 対 象を高校生までにしてほしい。
口体日口深夜の救急で診てくれる病院を増やしてほしい。
コ下校時や夕方にシルバーの方がパトロールをしてもらえると心強い。
・もっと色々な形で情報提供がほしい。子どもが楽しめるイベントや交流の場等、どこでどんな支援をしているかわかりにくい。,小学校で教員口補助員ロボランティア等を増やし、安心して学べる環境整備をしてほしい。・特別支援学級と普通学級の交流を増やしてほしい。 普 通学級へ編入できるチャンスを与えてはしい。
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